


提出課：

61

（提案理由 及び 議案概要） （単位：千円）

款 30 農林水産業費 項 5 農業費 目 3

182

県支出金 その他 一般財源

13

13千円

農林水産課

議案番号 令和４年度大山町一般会計補正予算（第3号）

農業振興費

事業番号 事業名 農業振興費（一般）

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

国庫支出金 地方債

1,226

農作業安全対話型研修支援事業負担金

【補正理由】
７月頃に１団体、農作業安全のための対話型研修を実施

することとなり、対話型研修後の取り組みに係る安全器具の
整備を行うため。

【事業概要】
農作業安全のための対話型研修を実施する集落営農等

組織に対して、安全器具の整備に係る費用を補助する。

【事業内容】
・補助対象：対話型研修を実施する集落営農等の組織

・補助内容：鳥取県農作業安全・農機具盗難防止協議会
で行う対話型研修後の取り組みに係る安全
器具の整備

・補助金額（上限） ２５，０００円/１箇所

・負担割合 県協議会：１/2 市町村：1/2

負担金補助及び交付金



提出課：

61

（提案理由 及び 議案概要） （単位：千円）

款 30 農林水産業費 項 5 農業費 目 3

892

県支出金 その他 一般財源

61 61

122千円

農林水産課

議案番号 令和４年度大山町一般会計補正予算（第3号）

農業振興費

事業番号 事業名 雪害園芸施設等復旧対策事業

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

国庫支出金 地方債

0

雪害園芸施設等復旧対策事業補助金

【補正理由】
令和3年12月25日以降の雪害により全半壊の被害を受け

た園芸施設（ビニールハウス）の復旧を行うため。

【事業概要】
自然災害により全半壊の被害を受けた園芸施設等の復旧

を行い、園芸産地等の維持発展と本町特産物の生産振興を
図る。
・補助率：2/3（県1/3、町1/3）
・復旧費の上限

単棟ハウス：8,946円/㎡、連棟ハウス：5,391円/㎡
・再生産に伴う撤去費用の上限

ハウス：1,300円/㎡
・控除額

農業共済加入施設の場合は共済金受領額。
未加入の場合は復旧費又は補助上限いずれか
低い額の30％。

・対象施設
ハウス 1棟（半壊1棟）
販売目的の営農利用のもので、骨材に曲がりや
折れが見られ修繕の必要があるるもの。
（ビニール破れのみは対象外）
182千円×2/3＝122千円

【特定財源の名称等】
雪害園芸施設等復旧対策事業費補助金

負担金補助及び交付金



提出課：

61

（提案理由 及び 議案概要） （単位：千円）

款 30 農林水産業費 項 5 農業費 目 3

1019

県支出金 その他 一般財源

750 0

750千円

【補正理由】
既交付者の1名が夫婦型の就農に変更するため。

【事業概要】
認定新規就農者の早期の経営安定を図るため、農業経営

者になることについて強い意欲を有し、交付要件を満たす50
歳未満の新規就農者に対して、農業次世代人材投資事業
交付金（経営開始型）を、就農後最長5年間交付する。（国事
業：補助率10/10）

農業経営が未熟で、所得の確保が難しい就農してから5年
間の生活費等を支援することで、新規就農者が将来の担い
手として安定した農業経営を早期に行えるようにする。

【事業内容】
認定新規就農者で交付要件を満たし承認された方に対し

て経営開始後5年間交付する。
交付年額：150万円 （夫婦の場合は225万円）

夫（R3.12就農（R4.3～交付開始））、妻（R4.4就農）
夫に対するR4.3～R4.8の半年分（750千円）は令和3年度に

交付済。R4.9以降の1年分から夫婦型（2,250千円）に変更
し、令和4年度で交付する。
（変更後）2,250千円－（変更前）1,500千円＝750千円

【特定財源の名称等】
新規就農者総合支援事業補助金

農林水産課

議案番号 令和４年度大山町一般会計補正予算（第3号）

農業振興費

事業番号 事業名 新規就農者総合支援事業

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

国庫支出金 地方債

9,032

負担金補助及び交付金

新規就農者総合支援事業補助金



提出課：

61

（提案理由 及び 議案概要） （単位：千円）

款 30 農林水産業費 項 5 農業費 目 3

1173

県支出金 その他 一般財源

600 0

600千円

農林水産課

議案番号 令和４年度大山町一般会計補正予算（第3号）

農業振興費

事業番号 事業名 親元就農者支援事業

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

国庫支出金 地方債

6,800

過年度県支出金返還金

【補正の内容】
過年度に交付した親元就農者支援交付金の内、1名返還

が必要となったため。

【事業概要】
認定農業者、農業経営体の経営者が将来に経営移譲する

３親等以内の親族に対し、栽培技術や経営ノウハウを習得
させるための研修を実施する場合に最長2年間、100千円/
月の交付金を交付する。（補助率は県2/3、町1/3）

【事業内容】
返還対象者：1名
返還対象期間：令和2年12月1日～令和3年8月31日
返還金：月額100千円×9ヵ月分＝900千円

（内、県（2/3）分として600千円）
返還理由：親元就農者が体調を崩したことで営農が困難

となり、申し出により事業中止となったため。

償還金利子及び割引料



提出課：

61

（提案理由 及び 議案概要） （単位：千円）

款 30 農林水産業費 項 10 林業費 目 2

1483

県支出金 その他 一般財源

64 64

128千円

農林水産課

議案番号 令和４年度大山町一般会計補正予算（第3号）

林業振興費

事業番号 事業名 森林整備担い手育成対策事業

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

国庫支出金 地方債

0

森林整備担い手育成対策事業費補助金

【補正理由】
大山森林組合が正規雇用した職員の社会保険料を補助

し、組合の負担軽減を図るため。

【事業概要】
森林整備の担い手である林業労働者の技術・技能の向

上、労働安全衛生環境の整備、福利厚生の充実等を図るこ
とにより、林業労働者を育成・確保する。

【事業内容】
正規雇用する林業労働者に係る社会保険料（健康保険、

介護保険、厚生年金等）の事業主体負担分の経費を補助す
る。対象経費は本補助金申請年度に負担した掛け金とす
る。補助率1/2（県：1/4 町：1/4）

R3.4採用者1名に対し大山森林組合が負担するR4社会保
険料は256千円。
補助金：256千円×1/2＝128千円

【特定財源の名称等】
鳥取県森林整備担い手育成総合対策事業費補助金

負担金補助及び交付金


